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※１：「消防団の組織概要等の調査」による

※３：詳しくは、各市町村等のホームページ等を参照。

※２：出動手当について、出動１回あたりの手当の額を定めている場合はその額を記載している。
　　　 もっとも、手当の額は、出動区分（火災、風水害、警戒、訓練等）や支給単位（出動１回あたり、○時間あたりなど）が市町村等によって異なること
　　　 から、年額で○円や一定時間以上で○円等の定め方をしている場合は「☆」、火災出動に関する手当の額について定めがない場合は「-」 と記載。

出
動
手
当

火災 2,700 円

風水害等の災害 2,700 円

（参考）交付税単価 7,000 円／回

手引き動力ポンプ 0

消
防
団
活
動
事
例
・
P
R
等

小林市は本県南西部に位置し、人口約44,000人の田園
都市を形成しており霧島連山など自然豊かな地域資源を
多数有しており全国有数の農畜産生産基地である。
また、平成31年度に全国女性消防操法大会に出場し、第
72回日本消防協会定例表彰において「特別表彰まとい・
優良婦人消防隊」を受賞。平成27年度から機能別消防団
員「支援団員」を導入しており、初期消火など特定の災害
任務を担っている。また、普通免許（3.5㌧未満）で運転可
能な消防ポンプ自動車２台を県内でいち早く導入してい
る。
また、女性消防団員の活動も盛んで最近では保育施設
向けに紙芝居動画を作成しSNS等で情報を発信する活動
も行っております。

報
酬

報酬額（階級：団員） 34,800

（参考）交付税単価（階級：団員） 36,500

ポ
ン
プ

普通消防ポンプ自動車 14

水槽付消防ポンプ自動車 1

小
型
動
力

ポ
ン
プ

小型動力ポンプ付積載車

48

11

小型動力ポンプ（車両に積載していないもの） 0

農協職員 48

日本郵政グループ 1

その他 362

大規模災害団員数 0

その他の機能別団員数 52

職
業
構
成
別
団
員
数

国家公務員 0

地方公務員 90

団
員
数

都道府県職員 0

市区町村等職員 90

特殊法人等公務員に準ずる職員

基本団員数 449

部数 26

班数 102

条例定数 532

実員数 501

男性団員数 486

女性団員数 15

消防団名 小林市消防団 メールアドレス k_kikikanri@city.kobayashi.lg.jp

組
織

分団数 10 ホームページURL http://www.city.kobayashi.lg.jp

うち機能別分団数 0
SNSアカウント

小林市消防団　女性部（twitter   instagram  Line Facebook)

方面隊数 0

０９８４－２３－６６５０

消 防 団 の 組 織 概 要
都道府県名 宮崎県

所在地
〒８８６－８５０１

市町村名 小林市 宮崎県小林市細野３００番地

消防団事務所管 小林市　総務部　危機管理課 電話番号（直通） ０９８４－２３－１１７５ FAX

令和３年４⽉１⽇現在

【組織概要図】
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